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農
業
で
キ
ラ
リ
と
輝
く
人
や
農
畜
産
物
に
焦
点
を
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て
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紹
介
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ま
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新発田市豊町　渋谷孝さん、ミイさん新発田市豊町　渋谷孝さん、ミイさん

今月の
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主な栽培品種であるドーフィン

早生栗の実も沢山ついています！

若い木をテープで固定する渋谷さん

私
の
お
ス
ス
メ
は
こ
ち
ら

私
の
お
ス
ス
メ
は
こ
ち
ら

（
天
）
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
ど

ん
ど
ん
遠
慮
せ
ず
出
荷
し
て
く
だ

さ
い
」

（
孝
）
「
お
客
様
ご
と
に
好
み
が
あ
る
か

ら
色
ん
な
も
の
を
出
し
た
い
と
思

う
け
ど
、
母
さ
ん
商
売
気
が
な
い

か
ら
な
〜
」

（
M
）
「
是
非
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！
沢
山
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
つ
頃
か
ら
作
ら
れ
て
い
る

ん
で
す
か
？
」

（
ミ
）
「
私
は
も
う
お
嫁
に
来
て
か
ら
に

な
り
ま
す
が
、
お
父
さ
ん
は
仕
事

が
定
年
に
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
も

う
少
し
お
勤
め
し
た
か
ら
本
格
的

に
は
70
歳
か
ら
ね
。
今
が
一
番
面

白
い
と
き
か
も
（
笑
）
ほ
と
ん
ど

お
父
さ
ん
主
体
で
や
っ
て
ま
す
」

（
孝
）
「
苦
労
も
あ
る
け
ど
楽
し
い
よ
。

肥
料
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
て
豚
ふ

ん
な
ど
有
機
質
を
取
り
入
れ
て
い

る
。
良
い
も
の
が
採
れ
る
と
信
じ

て
ま
す
よ
」

（
M
）
「
と
て
も
仲
の
良
い
ご
夫
婦
で
す

ね
！
羨
ま
し
い
！
最
後
に
こ
れ
か

ら
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
」

（
ミ
）
「
二
人
三
脚
で
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
！
」

（
孝
）
「
生
き
て
い
く
に
は
無
理
や
苦
労

が
沢
山
あ
る
け
ど
、
二
人
で
頑
張

れ
る
の
は
幸
せ
だ
ね
！
」

（
M
）
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

秋
の
味
覚
楽
し
み
に
し
て
ま
す
！
」

2
年
ほ
ど
前
に
病
気
に
な
っ
た

も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
以
外

の
圃
場
に
も
い
ち
じ
く
は
あ
る

け
ど
、
今
は
ド
ー
フ
ィ
ン
を
中

心
に
4
種
類
く
ら
い
作
っ
て
る

よ
」

（
ミ
）
「
私
は
果
樹
が
好
き
で
、
も
と

も
と
野
菜
も
作
っ
て
い
た
ん
だ

け
ど
、
こ
こ
に
お
嫁
に
来
た
時

か
ら
ど
ん
ど
ん
果
樹
に
変
え
て

い
っ
た
の
。
当
時
は
色
々
言
わ

れ
た
け
ど
ね
（
笑
）
今
じ
ゃ
お

父
さ
ん
が
ど
ん
ど
ん
い
ち
じ
く

ば
か
り
に
し
て
い
っ
て
る
わ

（
笑
）
」

（
M
）
「
渋
谷
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。

今
日
は
暑
い
な
か
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
い
ち
じ
く
の
木

が
沢
山
見
え
ま
す
が
こ
れ
は

ド
ー
フ
ィ
ン
で
す
か
？
」

（
孝
）
「
は
い
、
ど
う
も
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
ま
だ

若
い
木
だ
け
ど
ド
ー
フ
ィ
ン
だ

よ
」

（
M
）
「
定
植
さ
れ
て
か
ら
ど
の
く
ら

い
経
過
し
た
も
の
で
す
か
？
」

（
孝
）
「
こ
れ
は
ま
だ
5
年
く
ら
い
か

な
。
こ
の
圃
場
の
い
ち
じ
く
は

（
天
）
「
先
日
は
プ
ル
ー
ン
を
出
荷
し

て
も
ら
い
ま
し
た
！
こ
れ
か
ら

い
ち
じ
く
が
最
盛
期
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
い
つ
頃
の
出
荷

予
定
に
な
り
ま
す
か
？
」

（
孝
）
「
う
ち
の
い
ち
じ
く
は
少
し
遅

く
て
8
月
末
か
ら
9
月
初
旬
に

な
り
そ
う
だ
ね
」

（
ミ
）
「
い
ち
じ
く
以
外
に
も
プ
ラ
ム

や
す
も
も
、
柿
な
ど
も
あ
り
ま

す
が
、
栗
が
同
じ
ぐ
ら
い
の
時

期
に
出
荷
で
き
そ
う
で
す
よ
」

（
天
）
「
お
待
ち
し
て
ま
す
！
栗
は
ど

ん
な
感
じ
で
す
か
？
」

（
孝
）
「
早
生
栗
な
ん
だ
け
ど
今
年
は

実
が
多
い
の
で
い
っ
ぱ
い
出
せ

そ
う
だ
ね
！
」

　
今
月
号
の
き
ら
り
は
、旬
を
迎
え
る

い
ち
じ
く
や
栗
な
ど
の
果
樹
を
栽
培

す
る
渋
谷
さ
ん
ご
夫
妻
を
ご
紹
介
し

ま
す
。生
産
者
と
直
売
所
の
天
井
澤
店

長
、そ
し
て
広
報
担
当（
M
）の
4
人
に

よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
お
送
り

い
た
し
ま
す
！

（
以
下
渋
谷
孝
さ
ん
を（
孝
）、ミ
イ
さ
ん
を

（
ミ
）天
井
澤
店
長
を（
天
）、広
報
担
当
は

（
M
）で
表
記
し
ま
す
）



色付いていたものをいただきました！甘いです！
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組合員数

うち正組合員

うち准組合員

出資金

貯金

貸出金

長期共済保有高

販売品販売高

購買品供給高

17,504人

8,963人

8,541人

32億587万円

902億2,398万円

303億3,134万円

4,674億5,211万円

10億1,404万円

13億2,188万円
※平成27年４月からの実績です。

※

※

これが8月末ごろには良い色合いになって・・・

それゆけ！さとみちゃんそれゆけ！さとみちゃん
公式 Facebookページ
JA北越後のホームページをチェック！

の

http://www.ja-kitaechigo.or.jp/

ここでは直売所の野菜を使用した
　オススメレシピや旬の情報をお伝えします！
ここでは直売所の野菜を使用した
　オススメレシピや旬の情報をお伝えします！
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ハウス内のいちじ
くももう少しです

！

渋谷ミイさん

渋谷孝さ
ん

今月号のきたえちご総合版チラシで
誤りがありました。
見開きページ金融共済 JA教育ローン
キャンペーンの矢印内の部分
「年0.1％引下げ 応援金」とありますが、
正しくは「年0.1％引下げ 応援金利」
でした。お詫びして訂正いたします。

誤りと訂正
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第2回本畑圃場巡回の開催
北越後葉たばこ生産組合

　北越後葉たばこ生産組合は、管内の第2黄色種に
ついて本畑巡回並びに検討会を開催し、23人が参
加しました。
　28年産葉たばこの生育状況については、6～7月
が高温で推移したため、平年に比べ3～5日程度早
く推移しています。この巡回では、8月5日前後よ
り葉たばこの収穫作業が忙しくなる時期となり、
全穫前の目合わせを兼ねて行われました。
　検討会の中で28年産の作柄については概ね良好
であり、生育進
度に応じた適期
収穫を確認しま
した。同組合で
は、27年産以
上の品質及び目
標収量の確保に
向けて、これか
ら行う作業につ
いて共有しまし
た。

topic
8/

4
真夏日の祭典に215人が熱戦
第15回JA北越後ゴルフ大会開催

　当JAは、新発田市内にあるフォレストカントリー倶楽部で第
15回JA北越後ゴルフ大会を開催し、組合員、生産組織、取引
先企業、役職員合計215人（55組）が参加しました。30度を
超える真夏日のなか熱戦が繰り広げられました。
　今大会では、熊本地震のチャリティー募金を受付で同時進行
しました。募金をしてくれた参加者へ当JAマスコットキャラク
ター「アスパラくん」をプリントした記念ボールをプレゼント
しました。
　表彰式では、地元農畜産物のパイオニアポーク、ステーキ用
の牛肉をはじめ、農作業で使用する一輪車や鍬などを集めた百
姓（100位、200位が対象）
セット等、恒例の景品を用
意しました。また、前半
ハーフの休憩には北越後産
の枝豆とトマトを振る舞い
ました。
　優勝は、奥野朋之さん、
準優勝長谷川清一さん、3位
五十嵐邦夫さんでした。参加
者の皆さんお疲れ様でした。

topic
8/

18

出荷量回復、品質維持を目指す
聖籠町桜桃栽培出荷組合が出荷反省会を開催

　聖籠町桜桃栽培出荷組合は、聖籠町内で出荷反省会を開催
し、関係者総勢38人が出席しました。28年産は、人工受粉
による安定した結実を確保しました。また、防除暦に沿った
薬剤防除を実施し、耕種的防除と休眠期防除を徹底、低樹高
に向けた新技術の普及や若木・優良品種への更新のため支援
事業も活用しました。
　生育状況は、一部の地域で霜害があったものの平年並みの
着果量が確保されました。生育期の気温が高く、日照も多い
ことから早めの生育となりました。出荷開始は昨年度とほぼ
同日から始まり、6月中にほぼ出荷を完了しました。
　県内6青果市場からの情勢報告では、早生品種のうるみ果
の混入、高温などで品質低下が増えたことで適期収穫を課題
に挙げました。
　同組合の菊地清一組合長は「27年産は収量が大きく減少
した中、28年産は例年並みに戻すことができて安堵してい
ます。次年度も収量を確保しながら高品質を維持した出荷を
していこう」と呼びかけました。

topic
7/

26
役員コンプライアンス研修会を実施
新体制でのコンプライアンス研修

　当JAは、営農センター2階会議室にて役員コンプラ
イアンス研修会を、子会社役員を含めた23人の出席の
もと実施しました。6月26日に経営管理委員会体制に
移行してから、新体制で初の研修となりました。
　講師には、野口法律事務所の野口祐郁弁護士を招き
ました。研修プログラムでは、業務遂行に関わるコン
プライアンスを中心に、近年ニュースになった事例を
検討しました。コンプライアンス違反によるリスクと
組織に及ぼす影響を出席した役員全員で積極的な意見
交換が行われました。
　出席した役員は、自分が行動しているなかでコンプ
ライアンスに抵触する部分がないか確認を行いまし
た。JA組織のコンプライアンス意識向上のため役員自
ら施策を実施していく認識を共有しました。

topic
7/

29

優勝の栄冠に輝いた奥野朋之さん（左）
圃場で説明をする新潟県たばこ耕作組合
の金子昌仁部長

28年産について所感を述べる菊地清一組合長 研修のプログラムを説明する野口法律事務所の野口祐郁弁護士
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次年度へ向け課題を整理
28年度は大幅に目標達成

　北越後農協加工用野菜部会は、新発田市内で加工用
玉ねぎの出荷反省会と育苗指導会を16人の参加により
開催しました。28年の販売実績や次年度に向けた機械
導入に関する意見交換、栽培における課題を協議しま
した。
　販売実績では、出荷数量が274t、平均単価が62.25
円/kg、販売金額1,700万円と計画を大幅に上回りまし
た。反収あたり5.6tが平均となり、高反収となりまし
た。出荷者は8人で栽培面積480aであったのに対し、
次年度は同人数で505aに作付面積を増やす計画です。
作付面積増加にあわせ、機械導入の意見交換も行われ
ました。
　栽培管理及び育苗では、乾腐病の対策として苗床の
土壌消毒、育苗資材の消毒をするよう普及指導セン
ターより説明がありました。

topic
8/

5

安全運転と交通事故防止
に全力
交通安全宣言署名を提出

　当JAの大滝富男理事長は、新発田警察署を訪問し、子
会社をあわせた役職員506人の交通安全宣言署名を新発田
警察署青木正行署長に提出しました。この署名提出の取組
は8年目を迎えました。
　大滝理事長が「飲酒運転は絶対にしない、交差点はしっ
かり止まり、はっきり確認を励行する」と交通安全宣言を
読み上げ、青木署長に署名を手渡しました。青木署長は
「今年は去年に比べ事故は減っていますが、JAからも引き
続き安全運転を呼び掛けて欲しい」と話しました。
　当JAでは、新潟県主催の「安全運転・チャレンジ100」
や、新発田地区交通安全協会主催「安全運転競技会」に積
極的に参加しています。交通安全運動では、交通安全週間
にあわせ、朝の通勤時間帯にシートベルト着用の確認・指
導運動を行っています。また、朝礼では役職員全員で交通安
全宣言を唱和する日を設けています。運転に細心の注意を
払い、無事故無違反で業務にあたってまいります。

topic
8/

17

topic
7/

20
やまのいも肥大化に向け管理徹底
北越後農協ヤマノイモ部会

　北越後農協ヤマノイモ部会は、同JA五十公野支店で栽培指導会、
その後現地巡回を関係者9人で行いました。8月上旬から9月中旬ま
での間は、やまのいもを肥大させ、形状を安定させるのに重要な時
期となります。乾燥時の通路用水と病害虫防除の徹底を確認し、品
質向上と統一を図ります。
　気温が上昇するこの時期は、圃場管理に一層の神経を使います。
水分管理では、乾燥による肥大不良や形状不良を防ぐため、日没1時
間前から畦間に朝までにひける水を流して対策します。逆に雨が多
い時期には湛水しないよう注意が必要になります。また、追肥も肥
大化に欠かせない作業です。草勢に合わせて遅れないように追肥とか
ん水を一緒に施用します。病害虫防除では、時期を見て共同防除散布
を行います。ハダニを中心とした病害虫防除を2回実施する予定です。
　同部会の津村岳志部会
長は「28年産は若干生育
が遅れましたが、これか
ら気温の上昇に伴い生育
の回復を見込める状況で
す。この指導会と現地巡
回を踏まえ、圃場の管理
を徹底し、生産者みんな
で情報を共有していきた
い」と意気込みます。

　JA北越後女性部は、恒例となっている親子
料理教室を行いました。会場は先月オープン
したばかりのイクネス新発田のキッチンスタ
ジオで4組の親子が参加しました。献立に
は、カップ寿司・じゃが芋の冷製スープ・フ
ルーツサラダの3品に挑戦しました。
　参加した子供達は、材料の玉ねぎを刻みな
がら「目にしみる」と大奮闘でした。苦労の
末、自分たちで完成させた料理は、見た目も
味も大満足のものに仕上がりました。実際に
食べてみて「家でも作ってみたいです」と笑顔
で感想を話しました。

女性部が親子料理教室を実施
JA北越後女性部

topic
8/

5

地域の話題をお届けしています

課題について議論する部会員交通安全宣言を読み上げる大滝富男理事長

圃場巡回で現時点の生育状況を確認した 女性部員から料理を教わる子供たち
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食欲の秋がやってきました。ご飯も果物もおいしくてついつい食べ

過ぎてしまうのがこれからの季節です。そんな９月のイベント情報

と秋の味覚が色々直売所にはあります！来てみてください。

午前９時〜午後６時まで
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JA北越後青壮年部
新入職員受け入れ事業

職員：阿部 恵美花さん
受け入れ先：高橋 健太さん

職員：神田 菜々さん
受け入れ先：宮村 孝義さん

職員：佐藤 里々愛さん
受け入れ先：磯部 勇さん

職員：藤倉 春香さん
受け入れ先：津村 賢さん

職員：相馬 のぞみさん
受け入れ先：石山 豪紀さん

職員：豊岡 侑子さん
受け入れ先：吉井 暁史さん

職員：居城 郁哉さん
受け入れ先：ニューエコライスさん

職員：池田将大さん
受け入れ先：真嶋智広さん

青壮年部では、28年度の新規事業として

新入職員の受け入れ事業を実施しました。

8名の職員がそれぞれ部員の所で

苦戦しながら農作業の大変さを学んだ。

非農家の職員が多く初めての経験ばかりでしたが

一生懸命頑張る姿に部員からも

エールを送られていました。
越後姫の出荷までの
流れを学びました。

風が強い中でも
田植えは
大変でした。

オクラの収穫や
除草作業は大変でした。

ハウスの片づけも
大変な作業！

挿し芽作業は細かく
花が咲くのが楽しみ

動噴は重いけど
最後まで頑張りました

越後姫の
管理や収穫は
本当に大変。

花穂の切り詰めで
　首が痛くなりました。
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﹁
笑
顔
﹂
あ
ふ
れ
る
職
員
で
�

　

地
域
と
地
域
み
ん
な
の
﹁
笑
顔
﹂
を
実
現
し
ま
す

◆ 

代
表
理
事
理
事
長
　
大
滝
　
富
男

　
経
営
管
理
委
員
会
制
度
へ
の
移
行

に
伴
い
、
本
年
６
月
26
日
の
通
常
総

代
会
後
、
経
営
管
理
委
員
会
か
ら
新

た
な
役
職
で
あ
る
代
表
理
事
理
事
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
大
滝
富
男
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
私
ど
も
理
事
の
職
務
は
、
組
合
員

や
総
代
会
の
意
思
に
よ
り
経
営
管
理

委
員
会
が
決
定
し
た
重
要
事
項
に
基

づ
い
て
、
適
正
・
的
確
に
日
常
の
業

務
を
執
行
す
る
責
任
者
と
い
う
立
場

に
あ
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
日
常

の
業
務
執
行
は
も
と
よ
り
、
事
業
実

績
の
進
捗
管
理
や
所
定
の
決
裁
、
判

断
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ

の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
選
任
さ
れ
た

以
上
は
、
粉
骨
砕
身
、
全
身
全
霊
を

傾
け
て
、
そ
の
責
務
を
忠
実
に
遂
行

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
農
協

を
取
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
り
、
平
成
26
年
６
月
に
政
府
規

制
改
革
会
議
の
答
申
か
ら
端
を
発
し

た
一
連
の
農
協
改
革
問
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
自

己
改
革
の
創
設
、
本
年
４
月
か
ら
の

改
正
農
協
法
の
施
行
に
よ
り
小
康
を

得
て
お
り
ま
す
が
、
准
組
合
員
利
用

制
限
や
独
禁
法
適
用
除
外
の
問
題
な

ど
は
再
燃
す
る
懸
念
が
あ
り
、
依
然

と
し
て
「
農
協
不
要
論
」
と
い
う
火

種
が
残
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
農
業
情
勢
に
お
い
て

も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
や
「
農
林

水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ

ン
」
に
よ
る
平
成
30
年
の
農
政
大
転

換
を
控
え
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
が

続
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
特
に
喫
緊
の
課
題
と
し
ま
し
て

は
、
こ
の
度
の
改
正
農
協
法
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
の
目
玉
で
あ
る

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
に
対
し
、

当
組
合
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
、
さ
ら
に
は
、
昨
今
の

金
利
低
迷
に
よ
る
事
業
利
益
の
減
少

傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
収

支
改
善
、
経
営
の
安
定
化
を
ど
の
よ

う
に
図
る
の
か
が
急
務
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
第
６
次

中
期
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
通
常
総

代
会
で
ご
承
認
い
た
だ
い
た
本
店
建

設
計
画
と
並
行
し
、
「
業
務
集
約
に

よ
る
体
制
の
見
直
し
」
「
店
舗
の
見

直
し
」
の
検
討
に
着
手
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
組
合
員
皆

様
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
組
合

は
、
経
営
理
念
で
あ
る
「
地
域
の
農

業
と
生
活
を
守
る
た
め
Ｊ
Ａ
は
存
在

す
る
」
に
基
づ
き
、
組
合
員
や
地
域

を
支
え
る
人
た
ち
の
人
生
に
寄
り
添

い
、
農
業
と
暮
ら
し
の
ラ
イ
フ
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
豊
か
で
「
笑
顔
」

あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
形
成
に
貢
献

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
組
合
員
・
利
用
者

の
皆
様
と
は
、
先
ず
職
員
一
人
ひ
と

り
が
「
笑
顔
」
で
楽
し
く
、
前
向
き

に
接
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
、
今
こ
そ
協
同
組
合
の
基
本
に

立
ち
返
り
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆

様
に
は
最
良
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大滝富男プロフィール
金融業務課長、支店長、金融共済部長、管理
部長、企画部長を経て、本年6月26日に代表
理事理事長に就任

常勤役員
メッセージ
第２回



※常勤役員は割愛しております

新発田地区
委員 

齋藤　松郎

五十公野地区
委員

齋藤　起仁

松浦地区
委員

相馬　政春

川東地区
委員

小池　和也

菅谷地区
委員

伊藤　良裕

佐々木地区
委員 

木村　健次

豊浦地区
委員 

加藤　定男

聖籠地区
委員 

新保　要一

金塚地区
委員 

都倉　昇一

紫雲寺地区
委員 

嶋津　和文

青壮年部
委員 

真嶋　智広

女性部
委員 

中野　牧子

生産組織
委員 

櫻井　賢七

担い手
委員 

阿部　孝一

女性
委員 

片桐 ヒサ子

監事

小林　勝治

員外
監事

小田　茂達

9 きたえちご 2016年9月号
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〈
有
料
広
告
〉

JA北越後提携業者につき、
建築・建て替え・大規模リフォー
ム時の住宅ローンは優遇金利で
ご案内できます！

お客様の住宅に関する疑問
や夢、是非お聞かせください！

〒957-0046 新発田市上中山乙51-1
TEL ０２５４－３２－２３４３
E-mail m.a.m.r.y@hb.tp1.jp
（一級建築士・施工管理、宅地建物取引主任者、耐震診断士）赤 澤 建 築

設計・施工は

注文住宅・リフォームまで
住まいと暮らしを創造します。

広
報
誌
「
Ｊ
Ａ
北
越
後
」
に

　
　
広
告
を
出
し
ま
せ
ん
か

１
　
掲
載
位
置
・
募
集
数

　
　
掲
載
位
置
は
ペ
ー
ジ
下
段
。

　
　
最
大
４
〜
12
枠
（
１
ペ
ー
ジ
あ
た
り

　
　
最
大
２
枠
）
と
す
る
。

２
　
規
格
・
掲
載
料
（
税
抜
）

３
　
お
申
込
み
先

　
　
管
理
部
総
務
課（
担
当
：
宮
川
）

　
　
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

１
５
，０
０
０
円

１枠
縦60㎜
×

横90㎜
１回

きたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーション
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〈
有
料
広
告
〉

第18回 豊栄病院 病院祭のお知らせ
●日　時　平成28年10月15日（土）　午前10時～午後２時
●会　場　JA新潟厚生連　豊栄病院
●テーマ　｢地域みんなでつくろう健康と安心｣
●内　容　健康チェック、健康診断、医師・職員による寸劇

　　　　　　　フリーマーケット、白衣を着ての記念撮影等ため
になるコーナーや楽しいイベントを沢山用意して
お待ちしております。是非お越し下さい。

●お問い合わせ　豊栄病院　総務課（大沢）　TEL 025-386-2311

平成２８年度職員給与の開示について

きたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーション
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〈
有
料
広
告
〉

結
婚
式
場
の
解
約
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

豊栄病院 薬剤部長
小田　忍

　
予
防
接
種
法
に
よ
り
予
防
接
種

は
「
定
期
接
種
」
と
「
任
意
接

種
」
が
あ
り
ま
す
。
定
期
接
種
に

は
最
近
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
流
れ
て

い
ま
す
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染

症
や
今
年
10
月
か
ら
任
意
接
種
か

ら
定
期
接
種
に
変
更
さ
れ
る
Ｂ
型

肝
炎
等
が
あ
り
ま
す
。
任
意
接
種

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
お
た
ふ
く

か
ぜ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
は
「
生
ワ

ク
チ
ン
」
と
「
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
言
葉
の

と
お
り
「
生
ワ
ク
チ
ン
」
は
生
き

た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
毒
性
を
弱

め
た
も
の
を
接
種
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に

抵
抗
力
（
免
疫
）
を
つ
け
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
麻
疹
風
疹
ワ
ク

チ
ン
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。
一
方
「
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
」

は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
殺
し
て
毒

性
を
な
く
し
、
抵
抗
力
（
免
疫
）

を
つ
け
る
の
に
必
要
な
成
分
を
取

り
出
し
て
ワ
ク
チ
ン
化
し
た
も
の

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
定
期
接
種
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
打
つ
時

期
が
き
め
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
し
、
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
を
打

つ
場
合
間
隔
を
あ
け
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
の
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

予
約
す
る
際
は
病
院
に
ご
確
認
下

さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
と
し
て
は

注
射
部
位
の
発
赤
、
は
れ
、
痛
み

等
や
全
身
性
で
は
発
熱
や
倦
怠

感
、
め
ま
い
、
蕁
麻
疹
等
を
起
こ

す
事
が
あ
り
ま
す
。
接
種
後
２
〜

３
日
で
治
ま
る
症
状
も
あ
り
ま
す

が
、
御
心
配
で
し
た
ら
接
種
し
た

病
院
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
後
抗
体
が
出
来
る

ま
で
２
週
間
〜
１
ヶ
月
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
又
予
防
効
果
は
５
ヶ

月
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
流

行
期
に
合
わ
せ
て
10
月
〜
11
月
中

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
た
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。
ワ
ク
チ
ン
を
打

っ
て
も
感
染
を
完
全
に
予
防
出
来

ま
せ
ん
が
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と

が
出
来
ま
す
の
で
「
定
期
接
種
」

の
対
象
者
の
方
は
特
に
打
っ
て
下

さ
い
。

　
結
婚
式
場
や
披
露
宴
の
解
約
料

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

【
事
例
】
結
婚
情
報
誌
で
見
つ
け

た
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ア
に
婚
約

者
と
出
向
い
た
。
自
分
た
ち
の
希

望
を
伝
え
る
と
、
モ
デ
ル
見
積
書

を
提
示
さ
れ
、
３
０
０
万
円
で
挙

式
・
披
露
宴
が
可
能
だ
と
言
わ
れ

た
。
「
す
ぐ
に
予
約
で
埋
ま
る
」

と
せ
か
さ
れ
、
焦
っ
て
１
年
先
の

大
安
の
日
を
申
し
込
み
、
申
込
金

20
万
円
を
支
払
っ
た
。
そ
の
後
招

待
客
の
数
や
衣
装
を
決
め
る
な
ど
、

最
終
的
に
見
積
も
り
が
固
ま
っ
た

の
は
挙
式
の
４
カ
月
前
だ
っ
た
。

し
か
し
、
見
積
額
が
５
０
０
万
円

と
予
算
を
大
幅
に
超
え
た
た
め
、

キ
ャ
ン
セ
ル
を
申
し
出
る
と
、
見

積
額
の
30
％
で
あ
る
１
５
０
万
円

の
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
。
申
込

時
に
契
約
書
や
約
款
を
渡
さ
れ
た

が
、
解
約
料
に
関
す
る
説
明
は
な

く
、
ま
た
見
積
額
が
こ
ん
な
に
高

く
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
。
挙
式
は
４
カ
月
も
先
な
の
に

解
約
料
を
払
う
必
要
が
あ
る
か
。

　
結
婚
式
場
の
試
食
会
な
ど
に
参

加
し
た
消
費
者
が
、
式
場
の
予
約

が
埋
ま
っ
て
し
ま
う
な
ど
と
せ
か

さ
れ
て
契
約
し
、
そ
の
後
解
約
を

申
し
出
る
と
、
高
額
な
解
約
料
を

請
求
さ
れ
る
と
い
う
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。
約
款
に
解
約
料
に
つ

い
て
の
規
定
が
あ
っ
て
も
、
消
費

者
が
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。
　

　
強
引
な
勧
誘
や
説
明
不
足
が

あ
っ
た
こ
と
を
事
業
者
が
認
め
な

い
場
合
、
最
終
的
に
は
事
業
者
が

定
め
た
解
約
規
定
に
基
づ
く
話
し

合
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
規
定
さ
れ
た
解
約
料
が
、
解
約

に
伴
い
事
業
者
に
生
ず
る
平
均
的

な
損
害
額
を
超
え
る
場
合
、
そ
の

超
え
た
部
分
は
無
効
と
な
り
ま
す

が
、
近
年
の
裁
判
で
は
事
業
者
の

平
均
的
損
害
が
広
く
認
め
ら
れ
る

傾
向
に
あ
り
、
消
費
者
に
と
っ
て

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
結
婚
式
場
や
披
露
宴
を
申
し
込

む
際
に
は
、
担
当
者
に
式
の
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
や
予
算
を
き
ち
ん

と
伝
え
ま
し
ょ
う
。
申
し
込
み
を

せ
か
さ
れ
て
も
、
契
約
の
成
立
時

期
、
解
約
料
の
発
生
時
期
や
金
額
、

約
款
の
内
容
な
ど
を
し
っ
か
り
確

認
し
、
焦
ら
ず
慎
重
に
判
断
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

きたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーション
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〈
有
料
広
告
〉

耕
耘
機
ハ
ン
ド
ル
の
跳
ね
上
が
り
対
策
⑵

国
民
年
金
保
険
料
収
納
義
務
の

民
間
委
託
に
つ
い
て

　
耕
耘
（
こ
う
う
ん
）
機
や
管
理

機
な
ど
の
一
軸
型
の
歩
行
型
農
業

機
械
は
、
地
形
的
条
件
や
作
目
に

よ
っ
て
は
ま
だ
使
わ
れ
て
い
ま
す

し
、
乗
用
型
機
械
を
使
い
こ
な
す

こ
と
が
技
術
面
・
体
力
面
か
ら
困

難
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
発
進

時
に
注
意
を
怠
る
と
思
わ
ぬ
事
故

に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
の
も
事

実
で
す
。
今
回
は
挟
ま
れ
事
故
防

止
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
後
退
発
進
時
に
ハ
ン
ド
ル
が
跳

ね
上
が
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
全
て

の
農
業
者
が
体
験
し
て
い
ま
す
。

多
く
は
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
で
済
ん
で

い
ま
す
が
、
作
業
者
の
後
方
に
壁
、

木
、
電
柱
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に

は
機
械
を
制
御
で
き
ず
に
挟
ま
れ
、

ハ
ン
ド
ル
に
胸
や
首
を
押
し
続
け

ら
れ
て
絶
命
す
る
事
故
も
あ
り
ま

す
。
２
０
１
４
年
に
は
歩
行
型
ト

ラ
ク
タ
ー
の
死
亡
事
故
30
件
の
う

ち
、
挟
ま
れ
が
原
因
は
14
件
も
あ

り
ま
し
た
。

　
後
方
発
進
時
に
エ
ン
ジ
ン
回
転

数
が
高
い
ま
ま
ク
ラ
ッ
チ
を
つ
な

ぐ
と
人
を
持
ち
上
げ
る
ほ
ど
の
力

と
速
さ
で
ハ
ン
ド
ル
が
跳
ね
上
が

り
ま
す
。
危
険
予
知
を
し
て
い
れ

ば
持
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
防
げ

ま
す
が
、
人
は
ミ
ス
を
犯
し
ま
す

か
ら
絶
対
に
大
丈
夫
と
は
い
き
ま

せ
ん
。
ル
ー
プ
ハ
ン
ド
ル
で
あ
れ

ば
ハ
ン
ド
ル
で
体
を
持
ち
上
げ
ら

れ
た
り
押
し
付
け
ら
れ
た
り
し
ま

す
。
つ
の
型
ハ
ン
ド
ル
の
場
合
に

は
、
ハ
ン
ド
ル
に
は
挟
ま
れ
ま
せ

ん
が
、
機
械
本
体
や
作
業
機
に
挟

ま
れ
ま
す
。
ル
ー
プ
ハ
ン
ド
ル
の

場
合
に
は
、
ハ
ン
ド
ル
か
ら
手
を

放
す
と
ク
ラ
ッ
チ
が
切
れ
る
装
備

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
の
型
ハ

ン
ド
ル
で
は
、
主
ク
ラ
ッ
チ
レ

バ
ー
を
「
切
」
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
慌
て
る
と
、
こ
の
操

作
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
安
全

装
備
が
施
さ
れ
て
い
る
機
械
で
は

重
大
事
故
は
起
こ
り
に
く
い
の
で

す
が
、
購
入
後
の
年
数
が
長
い
機

械
は
装
備
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
装
備
の
有
無
を
理
解
し
た
上
で
、

ハ
ン
ド
ル
跳
ね
上
が
り
へ
の
危
険

予
知
と
そ
の
対
策
を
し
っ
か
り
立

て
ま
し
ょ
う
。

　
後
退
発
進
を
す
る
と
き
は
、

バ
ッ
ク
耕
耘
け
ん
制
装
置
を
使
う

こ
と
、
エ
ン
ジ
ン
回
転
を
定
格
よ

り
下
げ
る
こ
と
、
主
ク
ラ
ッ
チ
は

ゆ
っ
く
り
と
つ
な
ぎ
、
反
対
側
の

手
で
し
っ
か
り
と
ハ
ン
ド
ル
を
押

さ
え
る
こ
と
で
す
。

　
私
は
個
人
で
お
店
を
経
営
し
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
経
営
不
振
が
続
き
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
遅
れ
て

い
た
と
こ
ろ
、
聞
き
慣
れ
な
い
名

前
の
会
社
か
ら
保
険
料
納
付
案
内

の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
近
は
特
殊
詐
欺
な
ど
と
い
っ

た
犯
罪
が
発
生
し
て
お
り
、
不
審

電
話
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
不

安
で
す
。

　
民
間
の
会
社
か
ら
、
国
民
年
金

保
険
料
に
関
す
る
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。 

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
あ
る
お

客
様
に
対
し
て
、
電
話
や
文
書
、

戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
案
内
と
免

除
・
納
付
猶
予
の
申
請
手
続
き
の

ご
案
内
等
を
民
間
業
者
に
委
託
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
競
争
の

導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改

革
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
、

従
来
国
等
が
行
っ
て
き
た
事
業
に

民
間
業
者
の
参
入
機
会
を
広
げ
、

民
間
業
者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ

ウ
の
活
用
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　
な
お
、
委
託
し
て
い
る
民
間
業

者
は
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関

し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
、

ま
た
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
７
０
０
１
：
２
０
０

５
／
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
２
７
０
０
１
：
２

０
０
６
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、

秘
密
保
持
義
務
や
罰
則
な
ど
が
適

用
さ
れ
、
目
的
外
使
用
や
漏
え
い

等
を
厳
格
に
禁
じ
て
い
ま
す
、

（
民
間
委
託
に
つ
い
て
の
詳
し
い

内
容
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nenk

in.go.jp/

）
内
の
「
民
間
事
業

者
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
ご

案
内
」
で
も
確
認
が
で
き
ま

す
。
）

　
一
方
、
年
金
機
構
な
ど
の
名
前

を
騙
っ
た
不
審
電
話
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
年
金
機
構
で
は
電
話
で

保
険
料
の
還
付
や
年
金
給
付
が
あ

る
と
し
て
個
人
の
預
金
通
帳
の
番

号
を
お
聞
き
し
た
り
、
銀
行
に

行
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
少
し
で
も
お
か
し
い
と
感
じ
た

ら
、
口
座
番
号
等
の
個
人
情
報
を

話
し
た
り
、
現
金
を
支
払
っ
た
り
、

振
り
込
み
を
せ
ず
に
、
日
本
年
金

機
構
本
部
（
電
話
：
０
３
ー
５
３

４
４
ー
１
１
０
０
お
客
様
の
声
担

当
」
「
２
」
を
押
し
て
く
だ
さ

い
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ン
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
定
期
接
種
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
打
つ
時

期
が
き
め
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
し
、
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
を
打

つ
場
合
間
隔
を
あ
け
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
の
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

予
約
す
る
際
は
病
院
に
ご
確
認
下

さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
と
し
て
は

注
射
部
位
の
発
赤
、
は
れ
、
痛
み

等
や
全
身
性
で
は
発
熱
や
倦
怠

感
、
め
ま
い
、
蕁
麻
疹
等
を
起
こ

す
事
が
あ
り
ま
す
。
接
種
後
２
〜

３
日
で
治
ま
る
症
状
も
あ
り
ま
す

が
、
御
心
配
で
し
た
ら
接
種
し
た

病
院
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
後
抗
体
が
出
来
る

ま
で
２
週
間
〜
１
ヶ
月
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
又
予
防
効
果
は
５
ヶ

月
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
流

行
期
に
合
わ
せ
て
10
月
〜
11
月
中

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
た
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。
ワ
ク
チ
ン
を
打

っ
て
も
感
染
を
完
全
に
予
防
出
来

ま
せ
ん
が
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と

が
出
来
ま
す
の
で
「
定
期
接
種
」

の
対
象
者
の
方
は
特
に
打
っ
て
下

さ
い
。

者
が
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。
　

　
強
引
な
勧
誘
や
説
明
不
足
が

あ
っ
た
こ
と
を
事
業
者
が
認
め
な

い
場
合
、
最
終
的
に
は
事
業
者
が

定
め
た
解
約
規
定
に
基
づ
く
話
し

合
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
規
定
さ
れ
た
解
約
料
が
、
解
約

に
伴
い
事
業
者
に
生
ず
る
平
均
的

な
損
害
額
を
超
え
る
場
合
、
そ
の

超
え
た
部
分
は
無
効
と
な
り
ま
す

が
、
近
年
の
裁
判
で
は
事
業
者
の

平
均
的
損
害
が
広
く
認
め
ら
れ
る

傾
向
に
あ
り
、
消
費
者
に
と
っ
て

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
結
婚
式
場
や
披
露
宴
を
申
し
込

む
際
に
は
、
担
当
者
に
式
の
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
や
予
算
を
き
ち
ん

と
伝
え
ま
し
ょ
う
。
申
し
込
み
を

せ
か
さ
れ
て
も
、
契
約
の
成
立
時

期
、
解
約
料
の
発
生
時
期
や
金
額
、

約
款
の
内
容
な
ど
を
し
っ
か
り
確

認
し
、
焦
ら
ず
慎
重
に
判
断
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ストップ！
農作業
事故

きたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーション
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＜応募方法＞

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

  1　分速を60倍すると
  3　──にかけて育てた作物
  5　無の反対語
  6　（　）や【　】などのこと
  7　結婚式でご祝儀を渡したり芳名帳に記入したりする場所
  9　引いて当たり外れを決めます
11　一重の人も二重の人もいます
13　あまり腕の良くない医者のこと
15　鳥籠の中に付ける棒
17　マツタケを──蒸しにして食べた
19　──のように丸い月
20　カメやカッパの背中に付いています
21　プロレスの試合で「カーン！」と鳴らします

  1　ススキや団子を供えて月を観賞します
  2　芸事の家元のこと
  3　──は熱いうちに打て
  4　お遍路さんがぐるりと巡る
  6　寝相の悪い人は蹴飛ばしてしまいがち
  8　夫のパートナーです
10　ゆっくりした速さで走ること
12　丸々とした──のような赤ちゃん
14　巨峰、ピオーネ、マスカットベリーＡといえば
16　花束に結べばいっそう華やかに
18　宣伝などを書いて通行人に配る物

岡田　美奈子さんの作品

日本アニメ・マンガ専門学校
マンガクリエイト科

　毎年、十五夜にはススキや団子や作
物（サツマイモやぶどうなど）を飾っ
てお参りをしています。キレイなお月
様が見られると良いですね
　　　　　　　　（聖籠町　I・N）

　親が元気な頃は「十五夜」にはだん
ごを作りすすきを飾り月見をしまし
た。段々遠のいていきます。
　　　　　　　（新発田市　K・K）

　十五夜にお月見をしたことがありま
せん。なかなか日常は忙しくて…。
ゆっくり月を眺めながら季節の移り変
わりを感じてみたいです
　　　　　　　（新発田市　H・M）

　「うさぎ、うさぎ何見てはねる、十
五夜お月さん見てはねる」こんな可愛
い歌は今の子供さんは歌うのでしょう
か。まんまるい月を見上げればつい手
を合わせたくなる。何人かの勝手な願
いを込めて。
　　　　　　　（新発田市　S・K）

　「十五夜」と言えば秋ですよね。何
を食べても、おいしい　メタボギミ……
　　　　　　　（新発田市　A・Y）

　両親が健在のころ（約二十年前）は
小机の上に芒を活けて野菜と月見だん
ごを供えて楽しみましたが今は何もし
ません。生活が変っても一つのけじめ

の意味で十五夜の行事は大切だと思い
ます。
　　　　　　　（新発田市　N・A）

　私達が子どもの頃、十五夜と言えば
何を盗んでも良いとされていました。
子ども達は夜になると十五夜にお供え
をした果物やダンゴ等を手釣を使用し
て盗っていた人もいましたっけ。
　　　　　　　（新発田市　Ｉ・K）

　夏が終わると十五夜ですね。夏が終
わってさみしさを感じます。
　　　　　　　（新発田市　S・M）

　東京から孫とひ孫が来て、「直売所
だより」を見せたら喜んで見に行きま
した。何を買ったのやら…。
　　　　　　　（新発田市　A・E）

　10年ぶりに娘と2人で聖籠祭りへ。
久しぶりに食べたポッポ焼きがいつも
よりおいしく感じました。8月6日
（土）家族4人で聖籠花火を見まし
た。今年20周年の花火は思い出に残
る夏になりました。
　　　　　　　　（聖籠町　H・K）

　日中はまだ暑い日が続いています。
熱中症には気をつけましょう。
　　　　　　　（新発田市　A・Y）

　オムレツを作りたいと思っています
が卵のかげんや火力などがむずかし
く、レシピを参考にしたいと思います。
　　　　　　　（新発田市　M・F）

　パズルが好きで次に来るのを楽しみ
にしてます。5月にJA厚生連豊栄病院

にお世話になって来ました。有難うご
ざいました。
　　　　　　　（新発田市　A・Y）

　少しおもしろい記事はないもので
しょうか。企画して下さい。
　　　　　　　（新発田市　K・T）

　今年は例年になくスズメの大群に閉
口しています。折角ここまで稲の成長
を楽しみにしていたのに…。減収につ
ながらなければいいけどなぁー。
　　　　　　　（新発田市　U・M）

　8月は、最も暑い気がする。昨日と
おとといは、35℃！とても暑かっ
た。もっと暑い所もあったようであ
る。ご飯作りが至難である。流しはエ
アコンがないので、戸や窓をいっぱい
開け、扇風機を回しての作業である。
首には保冷剤のタオル、汗だくで料理
作りの日々である。
　　　　　　　（新発田市　O・K）

　「みん、みん、み～ん。」あぢぃー！
あつすぎる。日中の気温も引きずっ
て、夜なのにムシムシしてバテ気味状
態。まいっちゃいます。お天道さまも
お月さまも「もうアカンっ！たまには
休ませてくれ～！」ってなコト言って
たりなんかして。「適度な雨、降って
くれないかなぁ。たのむよ～！」
　　　　　　　（新発田市　Y・C）

先月号の答え
センプウキ

８月号の きたえちご News&Topic について掲載内容に誤りがございました。皆様にご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、
下記のとおり訂正させていただきます。
平成27年度JA共済 優績LA表彰と優績組合表彰を受賞の記事で、新潟県表彰受賞者が７人と表記しておりましたが、正しくは「13人」になります。

お詫びと訂正

■応募締切 当月20日（消印有効）

■あて先　〈ハガキ〉　〒957-0011 新発田市島潟字弁天1341-1
　　　　　　 　　　　  　ＪＡ北越後本店　広報誌係
　　　　　〈メール〉　info@ja-kitaechigo.or.jp

ハガキまたはメールで、①パズルの答え ②住所・氏名・年齢・電話
番号 ③読者の声VOICEへのメッセージ を記入しご応募ください。
読者の声 VOICEへのメッセージ、ＪＡまたは、広報誌へのご意見・ご感想／
身の周りの出来事／生活の知恵／わが家の○○自慢／イラストなど

■当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。
※お預かりした個人情報につきましては、広報活動に利用する以外は使用しません。
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ら
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ジ
ャ
ン
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吉

リ
ラ
ッ
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ス
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で
過
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せ
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い
事
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趣
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注
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術
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巡
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ど
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術
的
な
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ジ
ャ
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新
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好
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事
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ー
プ
ン
し
た
ば
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お
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に
足
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運
ぶ
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刺
激
に

「 私の秋は○○の秋 」
　　　　　　　　　　　です。
※テーマ以外にも応募お待ちしています。

10月号のテーマ

声読者の今月のテーマ
　　 　十五夜

Readers' VoiceReaders' Voice

抽選で５名様に農協全国商品券1,000円分をプレゼント



さ
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な
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イ
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た
失
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サ
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と
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切
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替
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て
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し
い
人
に
話

を
聞
い
て
も
ら
う
と
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
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冷製スープ・ガスパチョ

（1）バゲットは手でちぎり、白ワインビネガーをもみ込む。
（2）全ての野菜を小角切りにする。
（3）ミキサーに（1）（2）とトマトジュース・EVオリーブ
油・塩・こしょうを入れかき混ぜる。

（4）ざるなどでこし、味を調整する（濃度が濃い場合は、水
で調整する）。

（5）冷蔵庫でよく冷やして器に盛り付け、バジルを添える。

※ハンドミキサーを使用する場合は、野菜をかき混ぜた後バ
ゲットを加え、最後にEVオリーブ油と塩・こしょうで味
付けした後でこす。

1食あたり
約101kcal

作り方

材 料（ 4人分）

　「飲むサラダ」ともいわれる、暑い日にピッタリなス
ペインの冷たいスープです。中にはパンも入り、栄養バ
ランスも抜群！ 冷蔵庫でよく冷やしてお召し上がり
ください。6 時間以上なじませると、さらにおいしさが
アップします。

桃の冷製パスタ

（1）インゲンはサッとゆで、斜め細切りにする。桃は皮をむ
き、大きめに切る。

（2）レモン汁・EVオリーブ油・塩を混ぜ合わせ、インゲン
と桃を加え冷やす。

（3）たっぷりの湯に分量外の塩を加えてカッペリー二を袋の
表示通りにゆで、氷水にさらしてからよく水気を切る。

（4）（2）にカッペリー二をからませ、器に盛り付けピンク
ペッパーとミントを添える。

1食あたり
約105kcal

作り方（ 2 人 分 ）

材 料（ 2人分）

　不老不死の実とも呼ばれた桃には、うれしい効果がい
っぱいです。デザートとしてだけではなく、パスタとから
めて旬の風味をお楽しみください。カッペリー二は細い
パスタです。全体を絡ませるときは、桃が崩れないように
注意しましょう。

で
2016.

9月

桃 …………………………………1個
サヤインゲン ……………………8本
レモン汁 ……………………大さじ1
カッペリー二 …………………100g
EVオリーブ油 ………………大さじ1
塩 …………………………小さじ1/2
ピンクペッパー …………………適量
ミントの葉 ………………………少々

トマト………………1個
キュウリ…………1/2本
赤パプリカ………1/2個
タマネギ…………1/4個
セロリ……………1/2本
ニンニク…………1/2個
トマトジュース …190g

バゲット …………………50g
   （なければ食パンで代用）
白ワインビネガー …大さじ2
塩 …………………小さじ1/2
EVオリーブ油 ………大さじ2
こしょう …………………少々
バジル ……………………少々



蕗谷虹児
KOJI  FUKIYA 
本名一男
新発田町（当時）出身
父は地方紙記者
抒情画家　詩人
明治31（1898）～
昭和54（1979）年

大正９年、21歳、少女雑誌からデビュー。詩画
集９冊を出版、時代の寵児となる。『花嫁人
形』は25歳の詩。大正14年渡仏、春秋のサロ
ンに連続入選、個展も成功させる。帰国後は
再び挿絵を描き、モダンな画風で一世を風靡
する。名作童話や絵本の分野でも活躍。晩年
は個展に『花嫁』など出品、画集５冊を出版。
中伊豆で没、80歳。昭和62年、蕗谷虹児記念館。

経営管理委員会だより編集後記

　くまもと文学・歴史館で開催中の｢少女雑誌
とふろく展｣に招かれて、夏休みに地震後の熊
本を訪ねました。同市在住の村崎修三氏79歳
（少女雑誌の蒐集家）のコレクションが、空港
に近い菊陽町図書館に寄贈されて特別室が設
けられていますが、今回はその村崎さん監修
の企画展だったのです。
　入口の壁に､｢少女クラブ｣昭和28年7月号の
口絵を再刷した大判のポスタ―が貼ってあり
ました。桃割れの少女が指先の蛍を見つめる
瑞々しい絵は、虹児54歳の仕事です。私は同
年春に高校を出て受験浪人中でした。戦後も
疎開先に住み続け、家族を抱え、父はどんな思
いで少女雑誌に描き続けていたのか――。

　地震で村崎さんのご自宅は全壊だったそう
で、コレクションがもし寄贈前だったら、ご本
人も到底無事では済まなかったでしょう。
　新潟県立近代美術館で開催中だった「少女
達の夢と憧れ～蕗谷虹児展｣が、中越地震に
見舞われて打切りを余儀なくされたのは2004
年のことでした。長岡駅近くの食堂で、私自身
は突然の激震に突き上げられて――。
　虹児が『花嫁人形』の詩を「令女界｣に発表
したのは、関東大震災（大正12年9月１日）の
４ケ月半後です。谷中の家は焼けず、本人24歳
も無傷、なにより若かったんでしょうね。
　焼跡をスケッチして歩き、白黒、彩色の震災
絵葉書を４セット、計16点描き残しています。

（蕗谷虹児記念館名誉館長　蕗谷龍夫）

■ 開催日時 平成28年7月29日  午後１時30分 （営農センター２階　集落営農対策室）
　実りの秋が近づいております！しか
し・・・暑いですね・・・。残暑厳しい9
月になるのでしょうか。農産物の生育
も例年より早めに推移していますが、
頼むから台風だけは来ないことを祈り
ます。
　さて、先日は当JAのゴルフ大会が開
催されました。沢山のご参加をいただ
きまして大変ありがとうございまし
た。私は今大会事務局として会場にお
りました。去年は出場させていただ
き、いまだに破れないベストスコアを
出しましたが、今年は波が激しくボロ
ボロなときも・・・。なかなか成長の兆
しが見えないスポーツだなぁと思う今
日この頃です。（M）

報告事項
（１）平成２８年６月末事業実績について
（２）子会社の６月末事業実績について
（３）組合員加入・脱退状況について
（４）個人情報に係る法違反又は法違反のおそれの事実に関する報告書（第１報兼確報）について
（５）利益相反管理、反社会的勢力、利用者保護対応状況第１四半期報告について
（６）平成２８年度第２四半期運用方針ならびに第１四半期運用実績およびリスク管理情報について
（７）コンプライアンス・マニュアルの一部改正について
（８）ＪＡ北越後食味品質適合米区分集荷販売実施について
　　　　

協議事項
（１）本店建設に係る固定資産（土地）取得計画について（案）
（２）新潟県農業信用基金協会への増資について
（３）諸規程の変更について
（４）永久劣後ローンの一部償還に係る条件変更および後配出資による増資について

ギャラリー蕗谷虹児 2016.９

新
潟
県
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発
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き
た
え
ち
ご
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理
部
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務
課

　左「少女雑誌とふろく展」ポスタ―、くまもと文学・歴史館　　
右上「震災画報」第２輯、「尋ね人」、「戒厳令」
右中「魔の呪ひ」、右下「焼土に立つ」、「幼き者も辻に立ちたり」

―絵葉書４枚１組特価20銭　上方屋平和堂
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